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滋賀銀行 ポジティブインパクトファイナンス 2025年 10月 31日  

 

富士車輌株式会社 サステナブルファイナンス本部 

 担当アナリスト：石井 雅之 

 
格付投資情報センター（R&I）は滋賀銀行が富士車輌に対して実施するポジティブインパクトファイナンスについ

て国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）が制定したポジティブインパクト金融原則（PIF 原則）に適合してい
ることを確認した。 

R&I は別途、滋賀銀行のポジティブインパクトファイナンス実施体制が PIF 原則に適合していることを確認してい
る 1。今回のファイナンスに関して滋賀銀行の調査資料の閲覧と担当者への質問を実施し、実施体制が本件に適
用されていることを確認した。 

滋賀銀行が実施するインパクトファイナンスの概要は以下のとおり。 
 

(1) 対象先 

社名 富士車輌株式会社 

所在地 滋賀県守山市 

創業 1925 年 10 月       

資本金 2 億 5,000 万円 

事業内容 環境機器・リサイクルプラント、特殊車輌の開発・製造 

従業員数 179 名（2025 年 3 月時点） 

 

(2) インパクトの特定 

滋賀銀行は対象先の事業内容や活動地域等についてヒアリングを行い、バリューチェーンの各段階において
発現するインパクトを分析し、特定したインパクトカテゴリを SDGs に対応させてインパクトニーズを確認した。また、
環境省が策定した「インパクトファイナンスの基本的考え方」に示された日本国内のインパクトニーズマップを参
照し、融資先の事業に関連する SDGs の取り組みは重要性が高いことを確認した。 

 

(3) インパクトの評価 

滋賀銀行は特定したインパクトの実現を測定できるようインパクトの内容を整理して KPI を設定した。ポジティブ
インパクトは SDGs 達成に寄与する取り組みとして追加性があると判断した。また、滋賀銀行が掲げる重点課題
（マテリアリティ）と方向性が一致することを確認した。 

 

 

 

 
1 2021 年 9 月 28 日付セカンドオピニオン「滋賀銀行 インパクトファイナンス実施体系」 

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2021/09/news_release_suf_20210928_jpn_06.pdf 

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2021/09/news_release_suf_20210928_jpn_06.pdf
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① 循環型社会への貢献 

インパクトの種類 環境的側面のポジティブインパクトを増大 

インパクトカテゴリ 「資源強度」「廃棄物」 

関連する SDGs 

  

内容・対応方針 ・高度な技術開発を通じた機能性・効率性に優れた環境機器の供給による多様

なリサイクルニーズへの対応 

KPI と目標 【KPI】 

環境機器・リサイクルプラントにおける新規販売台数・大規模改修台数 

【目標】 

2025 年度から 5 年間で合計 135 台 

（対象） 

廃棄物処理装置、破砕機、シュレッダー、プレス、スクラップシャー 

※大規模改修は 30 百万円以上で受託する案件とする 

（過去実績） 

過去 3 年間（2022～2024 年度）の平均：22 台 

 

② 安全な次世代エネルギー輸送の実現 

インパクトの種類 社会的側面のポジティブインパクトを増大 

経済的側面のポジティブインパクトを増大 

環境的側面のポジティブインパクトを増大 

インパクトカテゴリ 「エネルギー」「移動手段」「インフラ」「気候の安定性」 

関連する SDGs 

   

内容・対応方針 ・ワーキンググループ参画や構成部品の統一化などに向けた対応による燃料ア

ンモニアの輸送インフラの整備 

KPI と目標  

 

【KPI】 

燃料アンモニアの輸送インフラの標準化に向けた技術開発の推進 

【目標】 

2028 年度までに国内標準仕様の燃料アンモニアローリーを製作する 

※国内標準仕様車の決定機関：JLPA（日本 LP ガスプラント協会） 
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③ ステークホルダーとの共創 

インパクトの種類 環境的側面のポジティブインパクトを増大 

インパクトカテゴリ 「資源強度」「廃棄物」 

関連する SDGs 

   

内容・対応方針 ・ステークホルダーとの連携を通じた効率性・安全性の向上に資するリサイクル設

備の開発および実用化の推進 

KPI と目標 【KPI】 

産業廃棄物リサイクル業者などステークホルダーとの共同開発の推進 

【目標】 

2026 年度までにオイルフィルターリサイクル設備（※）の実用化に向けた試運転

開始 

（※）自動車エンジンに使われるオイルフィルターは従来手作業で分別・処理が

行われている。材料ごとの破砕・分別を自動化できれば国内初の事例とな

る 

 

 

④ ウェルビーイングの実現 

インパクトの種類 社会的側面のポジティブインパクトを増大 

社会的側面のネガティブインパクトを抑制 

インパクトカテゴリ 「健康と安全性」「雇用」 

関連する SDGs 

  

内容・対応方針 ①継続的な職場環境の改善による働きやすい職場環境づくり 

②基礎知識の習得や意識向上を目的とした各種研修（階層別研修・安全運転

研修など）の実施による職務能力向上の支援 

KPI と目標 【KPI】 

①改善実施（6S3T 活動）メモの登録件数 

（実際に改善が実施されたものを記録した件数を指す） 

②全社研修日数 

【目標】 

①2025 年度から 5 年間で 1 万件 

②毎年 7 日以上 

（過去実績） 

①過去 3 年間（2022～2024 年度）の平均：2,166 件 

②過去 3 年間（2022～2024 年度）の平均：6 日 
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⑤ 環境負荷の低減 

インパクトの種類 環境的側面のネガティブインパクトを抑制 

インパクトカテゴリ 「気候の安定性」 

関連する SDGs 

  

内容・対応方針 ・設備の運用および生産工程の最適化を通じたエネルギー効率の向上 

KPI と目標 【KPI】 

車輌事業の売上あたり電力消費量 

（kwh/売上高（百万円）） 

【目標】 

2029 年度：513.57 以下 

（過去実績） 

過去 3 年間（2022～2024 年度）の平均：641.97 

 

 

(4) モニタリング 

滋賀銀行は対象先の担当者との会合を少なくとも年に 1 回実施し、本 PIF で設定した KPI の進捗状況につい
て共有する。日々の営業活動を通じた情報交換も行い対象先のインパクト実現に向けた支援を実施する。 

 

以 上 
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